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ナショナルバイオリソースプロジェクト
（NBRP: National BioResource Project）

Ø ナショナルバイオリソースプロジェクト
（NBRP）は、ライフサイエンス研究の基礎・
基盤となるバイオリソース（動物、植物、微
⽣物等）について収集・保存・提供を⾏うと
ともに、バイオリソースの質の向上を⽬指し、
ゲノム情報等の解析、保存技術等の開発によ
るバイオリソースの付加価値向上により時代
の要請に応えたバイオリソースの整備を⾏う
もの。

Ø 第1期2002-2006、第2期︓2007-2011、第3期︓
2012-2016、第4期︓2017-2021、第5期︓2022-
2026

Ø 宮崎⼤学地域資源創成学部はミヤコグサ・ダ
イズ課題の代表機関として活動
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NBRPミヤコグサ・ダイズ

http://www.legumebase.brc.miyazaki-u.ac.jp/

●ミヤコグサ
●ツルマメ

ミヤコグサおよびツルマメの採集地
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ダイズ遺伝資源の収集

⽇本農業新聞広告および記事

広告により収集したダイズ種子

超根粒着⽣変異体組換⾃殖系統

野⽣系統（ツルマメ）栽培種
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都城在来種⼤⾖

宮崎⽇⽇新聞記事掲載（2016年8⽉14） 6



⽣産・利⽤の普及とブランド化「みやだいずⓇ」

都城在来ダイズについて「みやだいず®」と命名し

商標登録を申請し、平成28年10⽉28⽇に商標原簿に登録

• 品種登録試験には時間がかかる
• 県の奨励品種になる必要がある
• 育種されていない為、均⼀性等の問題がある
• 未譲渡性が担保できないため品種登録が困難

付加価値の向上（ブランド性の確保）

利⽤拡⼤

※「みやだいず」の「みや」は宮崎と都城の「みや」
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みやだいずの⽣産実証に向けた課題解決と提案 実施概要

n「みやだいず」とは

「みやだいずⓇ」は都城地域
の在来⼤⾖で、ブランド化を⽬
的として2017年に宮崎⼤学で商
標登録を⾏ったものであり、
「みやだいず」の「みや」は宮
崎と都城、「みやだい」は宮崎
⼤学の「宮⼤」に由来する。こ
れまでに、申請者らは本⼤⾖の
栽培試験を実施してきたが、収
量や成分は⻄⽇本の主要品種で
ある「フクユタカ」と同等であ
ることが分かっている。

n実施体制
Ø 宮崎⼤学
• 栽培指導、成分分析、データ解析と
本研究の統括

Ø 宮崎市農政部農業振興課
• 栽培農家・販売先等情報収集

Ø ⽣産農家
• 現地試験栽培

Ø ⾷品加⼯業者
• ⼤⾖加⼯品試作

Ø 種苗会社
• 栽培農家・販売先等情報収集

n⽬的

「みやだいず」は南九州の在来⼤⾖でもあ
ることから、早期⽔稲の後作としての栽培が
⼗分に可能である。本市における⼤⾖の⽣産
拡⼤には、早期⽔稲後作における効率的な栽
培法の確⽴が重要である。
本研究は、宮崎市における「みやだいず」
の⽣産と利⽤拡⼤のために、⽣産から流通、
加⼯までの各段階での課題を整理し、その解
決法を提案することを⽬的とする。

収穫物残留農薬検査

※ →︓材料、→︓データ・情報等、破線︓努⼒⽬標

収量・栽培・成分
データ等の収集

ブランド化

流通システム
（販売先）の検討

都城地域の例

⽣産実証に向けた
課題解決と提案

農家栽培試験

収穫物と加⼯品の成分
分析

解析・まとめ

加⼯品の試作



実施内容

•⽣産者ほ場におけるみやだいずの栽培試験
•みやだいずを原料とした加⼯品の試作
•収穫種⼦や加⼯品における成分分析
•収穫物の残留農薬試験



試験栽培
• 現地栽培試験を実施するために7名の⽣産者に
試験栽培依頼を⾏ったところ、3名の⽣産者よ
り5圃場（⽔⽥×3、畑×2）での試験栽培に協
⼒頂けた。

• 宮崎⼤学⽔⽥圃場でも試験栽培を実施し6圃場
における栽培収量データを収集した。

• 栽培協⼒を頂けなかった⽣産者のコメント
• 宮崎市加江⽥地区では⽔⽥の排⽔の問題があり、
⼀度⼤⾬が降ると3⽇は⽔が引かず、台⾵シーズン
の過湿条件ではダイズ栽培は絶対出来ない

• 清武町今泉地区では、早期⽔稲収穫後の整地や播
種の作業時間が確保出来ず、農家によってはダイ
コン栽培の準備もあるため8⽉中の播種は不可能で
ある



耕種概要
花ヶ島⽔⽥1 花ヶ島⽔⽥2 加納⽔⽥ 清武⽔⽥ 畑1 畑2

栽培⾯積 13a 10a 3a 3a 30a 30a

前作 早期⽔稲 早期⽔稲 ⽔稲 早期⽔稲 普通畑 コムギ
播種⽇ 8⽉9⽇ 8⽉9⽇ 8⽉12⽇ 8⽉19⽇ 7⽉15⽇ 7⽉15⽇
栽培密度 条間60cm

株間15cm
2本⽴

条間60cm
株間15cm
2本⽴

条間60cm
株間20cm
2本⽴

条間60cm
株間20cm
2本⽴

条間60cm
株間15cm
2本⽴

条間60cm
株間15cm
2本⽴

中耕培⼟ 8⽉26⽇ 8⽉26⽇ 無し 無し 8⽉4⽇ 8⽉6⽇
排⽔対策 サブソイラー

額縁排⽔
播種同時畝⽴て

サブソイラー
額縁排⽔
播種同時畝⽴て

畝⽴て
額縁排⽔

サブソイラー
額縁排⽔

サブソイラー
播種同時畝⽴て

サブソイラー
播種同時畝⽴て

元肥
N:P:K/10a

0.6︓2︓2 0.6︓2︓2 ０︓０︓０ 4.02︓11.29︓10.72 0.39︓1.3︓1.3 0.39︓1.3︓1.3

⽯灰kg/10a 50 60 無し 100 27 27
防除 フェロモントラップ

8/26フェニックス 8/26フェニックス 無し トレファノサイド 7/28プレバソン 7/28プレバソン

9/6トレボン 9/6トレボン 11/16アルバリン、カ
メムシ防除

8/26フェニックス 8/26フェニックス

9/6トレボン 9/6トレボン
出芽⽇ 8⽉25⽇ 8⽉25⽇ 8⽉17⽇ 8⽉26⽇ 7⽉25⽇ 7⽉24⽇
開花始⽇ 9⽉25⽇ 9⽉25⽇ 8⽉21⽇ 8⽉20⽇
収穫⽇ 11⽉22⽇ 11⽉22⽇ 12⽉15⽇ 12⽉19⽇ 11⽉22⽇ 11⽉22⽇
10a換算収量 13.1kg/10a 15kg/10a 22.2kg/10a 19kg/10a 6.7kg/10a 5kg/10a



試験栽培圃場における収量
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宮崎市における2022年の気象条件
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収穫物（種⼦）の成分
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みやだいず加⼯品の試作
•⻑友味噌醤油醸造元

Ø味噌
•株式会社百姓隊

Ø冷や汁の素
• C&G Miyazaki

Øソフトクリーム

•みやPEC推進機構
Øポークビーンズ
Ø⼤⾖たっぷりドライカレー
Øみやだいずチョコレート
Ø蒸し⼤⾖を使ったお弁当



みやだいずメニュー開発の紹介



みやだいずおよびフクユタカを原料にし
た味噌の成分⽐較

40.6

44.1

34.8

31.6

9

9.3

4.1

3.7

11.5

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みやだいず

フクユタカ

主要成分の⽐較

⽔分 炭⽔化物 タンパク質 脂質 灰分

30.6

27.8

4.2

3.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

みやだいず

フクユタカ

炭⽔化物の構成（%）

糖質 植物繊維



残留農薬試験



まとめ
• ⽣産者⽔⽥圃場における栽培試験の結果、収量は20kg/10a前後で、⾮常に低い収量であった。播種
期の⾼温過乾燥と発芽後の台⾵等による過湿等の悪天候により発芽と初期⽣育が不良であったこと
が原因と考えられる。

• 種⼦の成分分析では、⽔⽥圃場3点、畑圃場1点のサンプルの成分を分析したが、圃場間で⼤きな違
いは認められなかった。

• みやだいずを原料とした加⼯品として、味噌、ソフトクリーム、冷や汁の素の試作を⾏った。今回
は試⾷による官能試験まで⾄らなかったが、協⼒企業には今後も引き続きご協⼒を頂きより良いも
のを開発する予定である。

• PEC推進機構の協⼒により、ポークビーンズ、みやだいずドライカレー、みやだいずチョコレート
等が開発された。

• 味噌の成分分析では、みやだいず味噌はフクユタカ味噌に⽐べて⽔分含量が少なく、糖質と植物繊
維が多い結果であった。

• 収穫ダイズにおける404成分の残留農薬試験を⾏った結果、残留農薬は認められなかった。



研究成果の活⽤１
早期⽔稲後作によるみやだいず⽣産について
1. 早期⽔稲後作におけるダイズ栽培は、排⽔の悪さやダイコン等の作付け準備のため栽

培が不可能な地域もあることから、栽培地域の選択や⼟地改良が必要である。
2. 播種後の過乾燥は発芽と初期⽣育不良につながるため、播種前後１週間程度（特に8⽉

上旬）に降⾬がない場合は散⽔が必要である。
3. 早期⽔稲の収穫遅れによって播種期が遅延する可能性があるが、飼料⽤イネは7⽉中旬

の収穫が可能であることから、飼料⽤イネの後作の⽅がダイズ栽培に適すると考える。
4. ダイズ栽培⽤の播種機、コンバインさらには選粒機などのダイズ⽣産に関わる機器を

整備するセンターや機器購⼊のための補助⾦等の援助が不可⽋である。
5. 宮崎⼤学では晩播抵抗⽣品種の開発も進めており、その品種が開発されれば早期⽔稲

後作のダイズ栽培も容易になると考える。



研究成果の活⽤２
みやだいずの販路について
1. 宮崎市の⼤⾖加⼯会社は、現在の世界情勢等からも海外のダイズの価格
が⾼騰していることから、原料⼤⾖の確保に⼤きな危機感を感じており、
市内産の⼤⾖を切望している。

2. ダイズの流通においては、地場流通であってもダイズの等級検査と保管
が必要であることからJA等の等級検査と収穫種⼦保管の協⼒が必要と考
える。

3. 都城地域では、加⼯会社がダイズを契約栽培することで地場流通システ
ムを確⽴しているが、気象条件によって収量が低下することから、リス
ク分散のため遠隔地での⽣産を希望している。都城の加⼯会社も販路の
⼀つとして考えられる。



研究成果の活⽤３
みやだいずを⽤いた加⼯品開発について
1. みやだいずを原料とした加⼯品の試作と、みやPEC推進機構の協⼒
によるみやだいず使⽤レシピが開発されたことから、みやだいず
の認知度も⾼まったと考える。今後もみやPEC推進機構とも協⼒し
ながら、試作品の商品化を推進したい。

2. 味噌の成分分析では、みやだいず味噌はフクユタカ味噌に⽐べて
⽔分含量が少なく、糖質と植物繊維が多い結果であった。⽢みと
⾷物繊維が豊富な⾼付加価値の味噌として販売出来る可能性が考
えられた。

3. 味噌の加⼯過程で蒸し⼤⾖の試⾷を頂いた所、みやだいずの蒸し
⼤⾖の⽅がフクユタカ蒸し⼤⾖よりも⽢みが感じられたことから、
蒸し⼤⾖を使った新商品やレシピ開発は有望と考えられる。


